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「北海道の広大で豊かな自然環境に生きる野生生物を未来に引
き継ぐ」ことを目的に設立された公益財団法人北海道新聞野生
生物基金は、30年以上にわたり北海道の自然を守るキャンペー
ンの中核を担ってきました。地域に根差した野生生物の保護や
調査研究に取り組む団体などに活動資金を提供しているほか、
全道各地の学校などへ動植物の専門家を派遣する「自然・環境
出前講座」の開催など、多彩な事業を展開しています。同基金
理事の三浦高広事務局長、基金の評議員を務める金子正美酪農
学園大学名誉教授に取り組みの概要や展望について聞きました。
（文・写真／片山健一　取材日2023年8月28日・9月4日）

基金の事業運営を担う
三浦事務局長

評議員の
金子酪農学園大学名誉教授

特 集

北海道の 北海道の 
野生生物を守り続け、 野生生物を守り続け、 
魅力を伝える魅力を伝える
地域の保護活動などを支援する

公益財団法人 北海道新聞野生生物基金

調査事業

北海道野生生物写真コンテスト
夏休み自然観察記録コンクール

コンテスト事業

オリジナルカレンダーの発行、販売

カレンダー販売事業

自然・野生生物保全の団体・個人助成

助成事業

シンポジウムやフォーラムの開催

普及啓蒙事業

自然・環境出前講座
環境エクスカーション

自然体験事業

『モーリー通信』の発行

出版事業

北海道新聞野生生物基金の事業内容
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北
海
道
新
聞
野
生
生
物
基
金
の

成
り
立
ち
と
意
義

　

北
海
道
新
聞
野
生
生
物
基
金
は
、
北
海

道
新
聞
社
の
創
立
50
周
年
を
記
念
し
て

1
9
9
2
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

頃
か
ら
、
温
暖
化
の
影
響
で
永
久
凍
土
が

解
け
始
め
る
な
ど
、
地
球
規
模
の
環
境
破

壊
が
叫
ば
れ
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
北
海
道

　

基
金
が
行
う
事
業
の
原
資
は
、
北
海
道

新
聞
社
が
拠
出
し
た
1
億
円
の
基
本
運
営

資
金
と
、
道
民
や
企
業
か
ら
の
寄
付
金
が

柱
で
す
。「
基
本
財
産
を
債
券
な
ど
で
運

用
し
た
収
益
も
事
業
費
に
充
て
て
い
ま
す

が
、
低
金
利
政
策
の
影
響
で
運
用
益
は
少

な
く
、
基
本
的
に
は
寄
付
金
に
頼
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
」
と
事
務
局
長
の
三
浦

高
広
さ
ん
は
説
明
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
1
9
9
5
年
か
ら
続
く

「
北
海
道
野
生
生
物
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」

の
応
募
作
品
で
カ
レ
ン
ダ
ー
を
製
作
し

て
、
収
益
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
2
0
2
1
年
か
ら
は
継
続
的
で
安
定

し
た
財
政
基
盤
を
確
立
す
る
た
め
、
年
会

費
制
の
「
サ
ポ
ー
ト
企
業
」
を
募
集
し
、

S
D
G
s
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
活

動
の
一
環
と
し
て
約
40
社
が
基
金
の
運
営

を
支
え
て
い
ま
す
。

地
域
主
体
の
自
然
保
護
活
動
を

支
え
る
助
成
事
業

　

基
金
の
主
要
な
取
り
組
み
と
な
っ
て
い

る
助
成
事
業
で
は
、
道
内
各
地
域
で
自
然

保
護
の
た
め
に
草
の
根
的
な
活
動
を
行
う

団
体
な
ど
に
資
金
を
拠
出
し
て
い
ま
す
。

2
0
2
3
年
度
の
助
成
事
業
に
は
18
件
の

申
請
が
あ
り
、
南な
ん

幌ぽ
ろ

町ち
ょ
う

の
N
P
O
法
人
ふ

ら
っ
と
南
幌
に
よ
る
「
幌ほ
ろ

向む
い

湿
原
再
生
事

業
（
湿
生
植
物
の
移
植
）」
や
、
羽は

幌ぼ
ろ

町ち
ょ
う

の
北
海
道
海
鳥
セ
ン
タ
ー
友
の
会
の
「
天て

売う
り

島と
う

に
お
け
る
ウ
ミ
ス
ズ
メ
等
海
鳥
の
保

全
活
動
」
な
ど
11
の
団
体
・
個
人
に
総
額

2
9
0
万
円
を
助
成
し
ま
し
た
。「
メ
イ
ン

の
事
業
な
の
で
、
も
っ
と
拡
充
し
た
い
と
い

う
思
い
は
あ
り
ま
す
が
、
規
模
の
大
き
な

財
団
を
除
け
ば
毎
年
3
0
0
万
円
程
度
の

助
成
が
で
き
る
基
金
は
少
な
い
と
思
う
の

で
、
申
請
者
に
節
約
を
お
願
い
し
な
が

ら
、
よ
り
多
く
の
団
体
に
配
分
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
」
と
三
浦
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　

酪
農
学
園
大
学
の
国
際
交
流
サ
ー
ク
ル

S
u
k
a
R
e
l
a
（
ス
カ
レ
ラ
）
も
助

成
金
を
活
用
し
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
留
学
生

と
共
同
で
、
道
内
の
国
立
公
園
を
世
界
に

紹
介
す
る
多
言
語
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
制
作

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
の
呼
び
水
に
す
る
こ
と
の
ほ
か
、「
若

者
の
感
性
で
S
N
S
（
交
流
サ
イ
ト
）
も

駆
使
し
た
情
報
発
信
に
よ
り
、
自
然
へ
の

関
心
が
比
較
的
低
い
20
～
30
代
に
向
け
て

北
海
道
の
自
然
の
魅
力
を
伝
え
て
も
ら
え

れ
ば
」
と
助
成
事
業
の
審
査
委
員
長
を
務

め
た
金
子
さ
ん
は
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　

1
9
9
3
年
か
ら
の
助
成
事
業
の
累
計

は
3
9
6
件
、
金
額
で
1
億
2
5
8
4
万

円
に
達
し
て
い
ま
す
。
近
年
は
、
外
来
種

の
問
題
に
関
心
を
寄
せ
る
団
体
が
増
え
、

ト
マ
ト
や
ナ
ス
な
ど
の
ハ
ウ
ス
栽
培
の
受

粉
用
に
導
入
さ
れ
て
自
然
繁
殖
す
る
よ
う

に
な
っ
た
セ
イ
ヨ
ウ
オ
オ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ

の
駆
除
な
ど
も
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

三
浦
さ
ん
は
「
自
然
保
護
に
関
す
る
課

内
で
は
、
大
規
模
公
共
事
業
、
農
地
開

発
、
森
林
伐
採
等
に
よ
る
土
地
の
改
変
に

よ
り
、
自
然
環
境
は
大
き
く
変
化
し
、
こ

れ
に
伴
っ
て
ヒ
グ
マ
の
個
体
数
の
減
少

や
、
エ
ゾ
シ
カ
の
爆
発
的
な
増
加
が
起
こ

る
一
方
、
一
時
は
絶
滅
寸
前
だ
っ
た
タ
ン

チ
ョ
ウ
が
手
厚
い
保
護
を
受
け
な
が
ら

徐
々
に
増
加
す
る
な
ど
、
野
生
生
物
の
保

護
や
山
林
や
河
川
な
ど
の
自
然
再
生
に
対

す
る
市
民
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
1
9
8
0
年
代
の

知
床
国
有
林
伐
採
問
題

に
代
表
さ
れ
る
、
開
発

を
進
め
る
行
政
と
自
然

保
護
団
体
と
の
対
立
の

時
代
か
ら
、
自
然
を
守

る
こ
と
を
教
育
や
ビ
ジ

ネ
ス
、
地
域
振
興
に
役

立
て
る
方
向
へ
と
転
換

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
期
に
、
マ
ス
コ
ミ
で

あ
る
北
海
道
新
聞
社

が
、
北
海
道
の
自
然
環

境
保
全
に
特
化
し
た
基

金
を
設
け
て
広
報
す
る

こ
と
に
は
大
き
な
意
義

が
あ
り
ま
し
た
」
と
、

長
年
に
わ
た
り
基
金
の

各
種
事
業
に
携
わ
っ
て

き
た
金
子
正
美
さ
ん
は

話
し
ま
す
。

野生生物カレンダーは、ラムサール条約第 ５回締約国会議を釧路市で開催した 1993
年に、全道の企業や団体へ協賛を呼びかけてスタートしました。この時に協賛金の一
部を社会還元し、以降、30 年の長きにわたってカレンダーを発行し続けています。

3 特集　北海道の野生生物を守り続け、魅力を伝える　公益財団法人 北海道新聞野生生物基金



ヒ
ン
ト
に
し
た
も
の
で
す
。

　

6
回
目
と
な
っ
た
2
0
2
2
年
の
調
査

は
、
6
月
18
日
と
19
日
の
2
日
間
に
、
約

2
7
0
0
人
が
参
加
し
、
各
地
に
ど
ん
な

花
が
咲
い
て
い
る
か
を
調
べ
ま
し
た
。

5
5
4
地
区
を
調
査
し
た
4
0
0
グ
ル
ー

プ
か
ら
報
告
が
あ
り
、
得
ら
れ
た
デ
ー
タ

は
約
5
万
6
千
件
に
上
り
ま
し
た
。「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、

参
加
者
が
少
な
く
な
る
の
で
は
と
心
配
し

て
い
ま
し
た
が
、
多
く
の
参
加
が
あ
り
、

調
査
地
域
も
前
回
並
み
に
カ
バ
ー
で
き
、

継
続
性
の
あ
る
調
査
に
な
り
ま
し
た
」

（
三
浦
さ
ん
）。

　

フ
ラ
ワ
ー
ソ
ン
の
開
催
を
提
唱
し
た
の

は
、
当
時
、
基
金
評
議
員
の
一
人
で
北
海
道

環
境
財
団
理
事
長
だ
っ
た
故
・
辻
井
達
一
さ

ん
で
す
。
実
施
に
向
け
て
辻
井
さ
ん
は
、

「
こ
れ
か
ら
の
気
候
変
動
が
北
海
道
の
自
然

環
境
に
与
え
る
影
響
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す

る
た
め
に
は
、
市
民
の
力
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
市
民
自
ら
が
調
査

を
し
て
、
北
海
道
の
自
然
環
境
を
知
る
こ

と
が
大
切
で
す
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

6
回
の
調
査
に
よ
る
25
年
間
の
変
化
を

見
る
と
、
1
回
目
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ

な
か
っ
た
キ
バ
ナ
ノ
コ
ウ
リ
ン
タ
ン
ポ
ポ

な
ど
の
外
来
種
が
顕
著
に
増
え
て
い
る
ほ

か
、
か
つ
て
は
夏
に
咲
い
て
い
た
チ
シ
マ

ア
ザ
ミ
な
ど
が
6
月
に
咲
く
よ
う
に
な
る

“
季
節
の
前
倒
し
”
が
起
き
て
い
る
そ
う
で

す
。
四
半
世
紀
に
わ
た
り
蓄
積
し
た
数
十

万
件
に
上
る
デ
ー
タ
の
、
よ
り
詳
細
な
分

析
や
活
用
方
法
に
つ
い
て
も
検
討
中
で
す
。

　
「
植
物
分
類
学
が
、
花
や
葉
の
形
状
で

見
分
け
る
方
法
か
ら
、
D
N
A
に
よ
る
遺

伝
子
の
分
析
に
な
り
、
草
花
の
名
前
に
詳

し
い
人
が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
気
候
変

動
の
影
響
が
深
刻
に
な
る
中
、
身
近
な
環

境
の
変
化
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
市
民

は
と
て
も
貴
重
で
す
」
と
金
子
さ
ん
は
、

大
勢
の
参
加
者
が
楽
し
み
な
が
ら
花
を
探

し
、
植
物
の
名
前
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

フ
ラ
ワ
ー
ソ
ン
は
、
絶
好
の
学
び
の
機
会

で
あ
る
と
訴
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
金
子
さ
ん
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
普
及
な
ど
I
C
T
（
情
報
通
信
技
術
）

の
進
歩
で
、
調
査
や
集
計
が
手
軽
に
な
り

つ
つ
あ
る
た
め
、
経
費
を
削
減
し
て
開
催
頻

度
を
増
や
す
こ
と
や
、
植
生
の
似
た
韓
国

や
中
国
、
ロ
シ
ア
な
ど
と
共
同
で
開
催
し
て

国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
に
も
で
き
る
と
い
い
、

「
主
催
す
る
基
金
の
役
割
が
ま
す
ま
す
大
切

に
な
る
と
思
い
ま
す
」
と
期
待
し
ま
す
。

北
海
道
の
自
然
情
報
を

雑
誌
や
イ
ベ
ン
ト
で
発
信

　

野
生
生
物
保
護
を
啓
蒙
す
る
た
め
に
、

総
合
自
然
情
報
誌
『
モ
ー
リ
ー
』
を

1
9
9
9
年
7
月
に
創
刊
し
ま
し
た
。
北

海
道
の
生
物
多
様
性
を
保
全
す
る
活
動
の

詳
細
や
、
そ
れ
を
支
え
る
企
業
や
個
人
の

思
い
、
北
海
道
在
住
や
縁
の
あ
る
作
家
の

エ
ッ
セ
ー
、
自
然
写
真
家
の
写
真
を
多
数

掲
載
し
、
年
2
～
4
回
発
行
し
て
い
ま
し

た
。「
基
金
設
立
当
初
か
ら
野
生
生
物
に
特

化
し
た
雑
誌
を
出
す
こ
と
は
目
標
の
一
つ
で

題
は
山
積
し
て
い
る
の
で
、
一
度
助
成
す

れ
ば
終
わ
り
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
例
え
ば
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
保
護
に
関

し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
あ
り
、
繰

り
返
し
助
成
し
て
い
ま
す
。
タ
ン
チ
ョ
ウ

の
生
息
数
が
増
え
、
繁
殖
地
も
道
東
圏
か

ら
道
北
圏
、
道
央
圏
ま
で
広
が
っ
た
こ
と

で
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ま
ん
延
な
ど
に

よ
る
全
滅
の
リ
ス
ク
が
軽
減
で
き
た
こ
と

は
、
地
域
住
民
の
地
道
な
取
り
組
み
の
成

果
で
あ
り
、
基
金
も
そ
の
一
助
に
な
っ
た

と
考
え
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

先
駆
的
な
取
り
組
み
の

「
北
海
道
フ
ラ
ワ
ー
ソ
ン
」

　

ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
と
し
て
、

1
9
9
7
年
か
ら
5
年
に
一
度
、
6
月
の

第
2
週
に
、
咲
い
て
い
る
花
の
調
査
を

全
道
一
斉
に
行
う
「
北
海
道
フ
ラ
ワ
ー

ソ
ン
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
フ
ラ
ワ
ー

ソ
ン
は
「
フ

ラ
ワ
ー
・
ウ

オ
ッ
チ
ン

グ
・
マ
ラ
ソ

ン
」
の
略
語

で
、
見
つ
け

た
野
鳥
の
種

類
数
を
競

う
、
英
国
発

祥
の
「
バ
ー

ド
ソ
ン
」
を

北海道フラワーソン 2022 での調査の様子
写真提供：北海道新聞野生生物基金

『モーリー』創刊号（左）と最終号となった第 ５8 号の表紙

無料誌となった『モーリー通信』創刊号（左）と第 2号の表紙
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し
た
。
内
容
に
つ
い
て
は
高
い
評
価
を
い

た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
有
料
誌
で
も
あ

り
、
読
者
層
の
広
が
り
が
見
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
」
と
三
浦
さ
ん
は
打
ち
明
け
ま
す
。

　
『
モ
ー
リ
ー
』
は
2
0
2
1
年
12
月
発

刊
の
58
号
を
最
後
に
休
刊
し
、
2
0
2
2

年
か
ら
は
無
料
誌
の
『
モ
ー
リ
ー
通
信
』

へ
と
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
よ
り
多

く
の
人
に
野
生
生
物
の
現
状
を
伝
え
、
保

護
活
動
な
ど
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
で

す
。『
モ
ー
リ
ー
通
信
』
は
年
1
回
、
7

月
ご
ろ
の
発
行
で
、
全
国
各
地
の
博
物
館

や
主
な
公
立
図
書
館
な
ど
に
配
布
し
て
い

ま
す
。
22
年
間
発
行
し
た
『
モ
ー
リ
ー
』

か
ら
受
け
継
ぐ
充
実
し
た
誌
面
に
対
し
、

「『
無
料
誌
な
の
に
良
い
内
容
で
す
ね
』
と

い
う
感
想
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
」
と
編

集
長
を
務
め
る
三
浦
さ
ん
の
表
情
が
ほ
こ

ろ
び
ま
す
。

　

今
年
7
月
24
～
26
日
の
3
日
間
、
基
金

の
主
催
、
ア
イ
ワ
ー
ド
の
協
力
で
基
金
設

立
30
周
年
の
記
念
展
が
札
幌
市
内
の
道
新

よ
る
農
業
被
害
や
、
頻
繁
に
人
里
に
出
没

す
る
よ
う
に
な
っ
た
ヒ
グ
マ
と
の
事
故
な

ど
が
道
民
の
関
心
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

基
金
で
は
、
北
海
道
の
自
然
の
素
晴
し
さ

と
現
状
の
問
題
点
に
つ
い
て
、
共
に
考
え

て
い
く
た
め
の
普
及
・
啓
発
事
業
に
も
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。「
次
世
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
に
自
然
に
つ
い
て
興
味
を
持
っ
て

も
ら
う
こ
と
は
、
基
金
を
継
続
す
る
上
で

欠
か
せ
な
い
こ
と
で
、
大
事
な
事
業
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
三
浦
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　

自
然
と
野
生
生
物
を
守
る
大
切
さ
を
周

知
す
る
た
め
、
全
道
各
地
の
小
中
学
校
・

高
校
・
大
学
や
市
町
村
が
開
く
講
座
な
ど

に
評
議
員
を
講
師
と
し
て
派
遣
す
る
「
自

然
・
環
境
出
前
講
座
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
年
9
月
に
は
羅ら

臼う
す

町ち
ょ
う

に
あ
る
北
海

道
羅
臼
高
校
で
講
座
を
開
き
ま
し
た
。
講

師
の
派
遣
に
か
か
る
費
用
な
ど
は
全
て
基

金
で
負
担
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
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わ
せ
先 
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電
子
メ
ー
ル　

nature@
hokkaido-np.co.jp

Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス　

 http://w
w
w
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nature/yasei/

プ
ラ
ザ
D
O
─
B
O
X
で
開
か
れ
ま
し

た
。
基
金
の
歩
み
を
伝
え
る
パ
ネ
ル
や
資

料
、
カ
レ
ン
ダ
ー
、
雑
誌
『
モ
ー
リ
ー
』
の

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
な
ど
を
展
示
し
た
ほ
か
、

日
替
わ
り
ゲ
ス
ト
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

も
行
い
、
多
く
の
市
民
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
は
、
初
日
の
自
然
写
真

家
の
山
本
純
一
さ
ん
が
「
命
の
連
鎖
─
北

海
道
の
野
生
─
」、
2
日
目
は
北
海
道
大
学

総
合
博
物
館
の
大
原
昌
宏
教
授
が
「
人
と

昆
虫
」
を
テ
ー
マ
に
そ
れ
ぞ
れ
講
演
し
、

最
終
日
は
金
子
さ
ん
と
旭
山
動
物
園
の
坂

東
元
園
長
の
2
人
で
「
野
生
動
物
と
の
共

存
の
未
来
」
に
つ
い
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
ボ

ル
ネ
オ
島
に
い
る
ゾ
ウ
や
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ

ン
の
危
機
的
な
状
況
と
、
北
海
道
の
野
生

動
物
の
未
来
を
重
ね
、
語
り
合
い
ま
し
た
。

　

評
議
員
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
長
年
引
き

受
け
て
い
る
金
子
さ
ん
は
、「
大
学
で
の

調
査
研
究
の
成
果
と
い
っ
た
有
益
な
情
報

は
、
学
生
だ
け
で
な
く
、
よ
り
多
く
の
方

に
広
く
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い

ま
し
た
。
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て
広
報
す
る

こ
と
で
、
現
地
に
出
向
い
て
自
然
を
体
験

し
た
り
、
出
前
授
業
に
参
加
し
た
り
し
て

も
ら
え
ま
す
」
と
広
報
の
重
要
性
を
強
調

し
ま
す
。

次
世
代
へ
引
き
継
ぐ
た
め
に

全
道
各
地
で
出
前
講
座
を
実
施

　

近
年
、
増
え
す
ぎ
た
エ
ゾ
シ
カ
な
ど
に

　

ま
た
、
北
海
道
自
然
保
護
協
会
と
共
催

で
「
夏
休
み
自
然
観
察
コ
ン
ク
ー
ル
」
も

1
9
9
4
年
か
ら
開
催
し
て
お
り
、
子
ど

も
た
ち
が
動
植
物
の
生
態
な
ど
を
観
察

し
、
絵
や
作
文
、
絵
日
記
に
ま
と
め
た
作

品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。「
子
ど
も
が
自
然

に
興
味
を
持
ち
、
自
然
を
守
る
意
義
や
自

分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
も
ら
う
き
っ

か
け
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
経
験
を
し
た
子
ど
も
た
ち
が
、
大
人
に

な
っ
て
保
護
活
動
の
中
心
を
担
っ
て
も
ら

え
れ
ば
」
と
三
浦
さ
ん
は
期
待
し
ま
す
。

　

基
金
の
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
、
三
浦

さ
ん
は
「
事
業
を
続
け
て
い
け
る
基
盤
づ

く
り
が
第
一
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
二
つ

目
と
し
て
は
、
フ
ラ
ワ
ー
ソ
ン
や
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
の
参
加
者
に
も
高
齢
化
の
波
が

押
し
寄
せ
て
い
る
の
で
、
も
っ
と
若
い
世

代
が
参
加
し
や
す
い
事
業
に
し
て
い
け
れ

ば
」
と
話
し
ま
す
。
金
子
さ
ん
も
「
環
境

教
育
も
、
小
学
生
ぐ
ら
い
ま
で
は
参
加
し

て
く
れ
ま
す
が
、
大
学
生
な
ど
20
～
30
代

の
参
加
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
若
者

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
検

討
し
な
け
れ
ば
、
活
動
の
輪
が
広
が
ら
な

い
の
で
は
」
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。

基金設立 30 周年の記念展で行われたトークショー

30年にわたる活動の歩みを紹介した記念展

5 特集　北海道の野生生物を守り続け、魅力を伝える　公益財団法人 北海道新聞野生生物基金



北
海
道
の

ジ
オ
パ
ー
ク

火
山
と
の
共
生
の
物
語
と

教
訓
を
後
世
に
伝
え
る

上富良野町
美瑛町

③

　
「
丘
の
ま
ち
」
美
瑛
町
と
、「
ラ
ベ
ン
ダ
ー

の
ま
ち
」
上
富
良
野
町
を
エ
リ
ア
と
す
る
十

勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク
内
に
は
、
世
界
中
か
ら
観

光
客
が
訪
れ
る
「
青
い
池
」
を
は
じ
め
と
し

た
絶
景
ポ
イ
ン
ト
が
い
く
つ
も
あ
り
、
温
泉

も
点
在
し
て
い
ま
す
。
美
瑛
町
「
丘
の
ま
ち

郷
土
学
館
『
美み

宙そ
ら

』」
や
「
上
富
良
野
町
郷

土
館
」
な
ど
拠
点
施
設
や
ジ
オ
サ
イ
ト
を
巡

る
と
、
両
町
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
っ
て
い
る

「
丘
」
や
「
ラ
ベ
ン
ダ
ー
」
な
ど
豊
富
な
観
光

資
源
の
多
く
は
、
火
山
と
共
生
す
る
人
々
の

営
み
の
中
で
培
わ
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

噴
火
が
生
み
出
し
た
連
峰
と
波
状
丘
陵

　

1
0
0
万
年
前
か
ら
の
火
山
活
動
が
、
標

高
2
千
㍍
級
の
山
々
が
連
な
る
雄
大
な
十
勝

岳
連
峰
を
形
づ
く
り
ま
し
た
。
ほ
ぼ
30
年
周

期
で
噴
火
を
繰
り
返
し
、

今
も
噴
煙
を
上
げ
る
活
火

山
の
十
勝
岳
に
は
、
溶
岩
流

や
火
砕
流
、
泥
流
な
ど
の
堆

積
物
が
数
多
く
残
っ
て
い
ま

す
。
車
で
行
け
る
標
高

9
3
0
㍍
地
点
の
登
山
口

「
十
勝
岳
望ぼ
う

岳が
く

台だ
い

」
で
も
、

そ
の
痕
跡
が
観
察
で
き
ま
す
。

　

十
勝
岳
の
麓
に
は
、
緩

や
か
に
波
を
打
つ
よ
う
な

農
地
が
広
が
り
ま
す
。
こ
の
独
特
の
地
形
も

火
山
活
動
に
よ
る
も
の
で
す
。
十
勝
岳
が
誕

生
す
る
以
前
の
3
0
0
万
年
前
か
ら
1
0
0

万
年
前
ま
で
の
間
に
複
数
回
、
火
砕
流
を
伴

う
巨
大
噴
火
が
あ
り
、
火
山
灰
や
軽
石
な
ど

の
堆
積
物
が
凍
結
と
融
解
を
繰
り
返
し
て
細

か
く
砕
け
、
な
だ
ら
か
に
な
り
「
波は

状じ
ょ
う

丘き
ゅ
う

陵り
ょ
う

」
と
い
う
地
形
を
形
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
波
状
丘
陵
」
を
覆
う
原
生
林
を
約

1
3
0
年
前
に
入
植
し
た
開
拓
民
が
開
墾

し
、
広
大
な
農
地
に
し
た
こ
と
で
、
現
在
の

景
観
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
火
山
灰
の
土

壌
は
、
栄
養
分
が
乏
し
い
た
め
、
畑
を
細
か

く
区
切
り
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
小
麦
、
豆
類
、

甜て
ん

菜さ
い

な
ど
、
毎
年
植
え
る
作
物
を
入
れ
替
え

て
連
作
障
害
を
防
ぐ
輪
作
体
系
を
構
築
し
ま

し
た
。
隣
り
合
う
畑
に
開
花
や
収
穫
時
期
の

異
な
る
作
物
が
育
つ
景
色
が
、
つ
ぎ
は
ぎ
状

に
見
え
る
こ
と
か
ら
「
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の

丘
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
原
産
で
香
料
と
な
る
ラ
ベ
ン
ダ
ー

も
、
北
海
道
の
気
候
が
生
育
に
適
し
、
火
山

灰
土
壌
の
傾
斜
地
で
も
栽
培
で
き
る
た
め
、

1
9
4
8
年
に
上
富
良
野
町
の
農
家
が
日
本

で
最
初
に
農
作
物
と
し
て
栽
培
を
始
め
ま
し

た
。
香
料
に
使
わ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
な
っ

た
ラ
ベ
ン
ダ
ー
で
す
が
、
今
は
地
域
の
観
光

資
源
と
し
て
公
園
な
ど
至
る
所
に
植
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

十
勝
岳
噴
火
の
教
訓
を
後
世
に

　

十
勝
岳
は
か
つ
て
、
両
町
に
大
き
な
悲
劇

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
1
9
2
6
年
5
月
24

日
、
噴
火
に
伴
う
融
雪
型
泥
流
の
「
大
正
泥

流
」
が
発
生
し
、
上
富
良
野
を
中
心
に

1
4
4
人
も
の
死
者
・
行
方
不
明
者
を
出

し
、
硫
黄
を
含
ん
だ
土
砂
と
お
び
た
だ
し
い

流
木
が
押
し
寄
せ
、
93
㌶
の
農
地
が
一
瞬
に

し
て
不
毛
の
地
と
化
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
絶

望
的
な
状
況
か
ら
立
ち
上
が
り
、「
二
度
目

の
開
拓
」
と
呼
ば
れ
る
復
興
を
成
し
遂
げ
た

地
域
住
民
の
物
語
を
、
旭
川
市
出
身
の
小
説

家
・
三
浦
綾
子
が
、
多
く
の
被
災
者
に
取
材

を
重
ね
、
小
説
『
泥
流
地
帯
』
と
し
て
書
き

上
げ
ま
し
た
。

　

1
9
6
2
年
6
月
29
日
の
噴
火
で
も
、
硫い

黄お
う

鉱
山
事
務
所
が
破
壊
さ
れ
、
5
人
の
犠
牲

者
が
出
ま
し
た
。「
こ
う
し
た
災
害
の
教
訓

を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
も
、
こ
の
ジ
オ
パ
ー

ク
の
重
要
な
役
割
で
す
」
と
十
勝
岳
ジ
オ

パ
ー
ク
推
進
協
議
会
事
務
局
の
宮
﨑
敏
行
さ

ん
は
話
し
ま
す
。

　
「
大
正
泥
流
」
が
流
下
し
た
富
良
野
川
や

美
瑛
川
に
は
、
泥
流
な
ど
を
せ
き
止
め
る
火

山
砂
防
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

1
9
8
8
年
の
噴
火
を
契
機
に
、
翌
年
、
美

瑛
川
に
緊
急
整
備
さ
れ
た
砂
防
堰え

ん

堤て
い

の
上
流

側
に
で
き
た
池
が
、
観
光
名
所
の
「
青
い

池
」
で
す
。
ま
た
、
白し

ろ

金が
ね

温
泉
で
住
民
ら
の

避
難
用
に
整
備
し
た
橋
も
「
白し

ら

ひ
げ
の
滝
」

や
青
く
見
え
る
美
瑛
川
の
流
れ
が
見
下
ろ
せ

る
「
ブ
ル
ー
リ
バ
ー
橋
」
と
し
て
観
光
ス

ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

サ
ポ
ー
タ
ー
や
ガ
イ
ド
が
続
々
誕
生

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
で
は
、
知
識
の

共
有
を
目
的
に
「
防
災
」「
火
山
と
水
と
気

候
」「
地
形
と
地
質
」「
生
態
系
」
な
ど
の
講

座
を
開
い
て
い
ま
す
。
3
年
間
に
6
講
座
以

上
受
講
す
る
と
「
ジ
オ
サ
ポ
ー
タ
ー
」
に
な

り
、
講
座
を
全
て
受
講
し
て
筆
記
試
験
と
面

接
試
験
に
合
格
す
る
と
、
ジ
オ
パ
ー
ク
内
を

案
内
す
る
「
ジ
オ
ガ
イ
ド
」
に
認
定
さ
れ
ま

す
。
現
在
17
人
の
ガ
イ
ド
が
活
躍
中
で
す
。

十と

勝か
ち

岳だ
け

ジ
オ
パ
ー
ク

�

〔
美び

瑛え
い

町ち
ょ
う

・
上か

み

富ふ

良ら

野の

町ち
ょ
う

〕

（
文
と
写
真
・
片
山
健
一
　
取
材
日
2
0
2
3
年
9
月
５
日
）

大正泥流で被災した線路などを展示する
上富良野町郷土館

2021 年十勝岳ジオパークフォトコンテスト第 1期優秀作品賞
「駆け登る」（鈴木智博さん作）。「波うつ丘」にさまざまな
農作物が栽培されています

荒涼とした噴火堆積物と高山植物が
見られる「十勝岳望岳台」
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本
書
は
小
学
校
の
校
長
を
務
め
て
い
た
著
者
が
、
昨
今

の
教
育
現
場
で
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
「
教
師
の
指
導

力
向
上
」、「
児
童
の
自
主
性
の
育
て
方
」、「
い
じ
め
対

策
」
な
ど
に
関
し
て
、
自
身
の
体
験
と
教
育
理
論
に
基
づ

い
て
解
決
策
を
伝
え
る
教
育
書
で
す
。

　
教
育
書
と
い
っ
て
も
堅
苦
し
い
も
の
で
は
な
く
、
実
際

の
児
童
と
の
実
際
に
あ
っ
た
や
り
取
り
が
描
か
れ
、
臨
場

感
に
溢
れ
て
い
る
の
で
「
自
分
の
ク
ラ
ス
に
も
こ
ん
な
同

級
生
が
い
た
な
ぁ
」
と
誰
も
が
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
読
み

進
め
ら
れ
る
ス
ト
ー
リ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
著
者
が
自
ら
を
「
へ
っ
ぽ
こ
」
と
称
し
た
新
人
教
師
時

代
か
ら
校
長
に
な
る
ま
で
、
立
場
や
環
境
が
変
わ
ろ
う
と

も
一
貫
し
て
児
童
の
こ
と
を
一
番
に
考
え
、
愛
情
深
く
接

し
て
こ
ら
れ
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
そ
の
接
し
方
は
非
常
に
考
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
学

校
教
育
だ
け
で
は
な
く
、
家
庭
に
お
け
る
子
育
て
の
ヒ
ン

ト
と
な
る
エ
ッ
セ
ン
ス
も
多
分
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
教
育
者
を
目
指
す
方
だ
け
で
は
な
く
、
全
て
の
子
育

て
に
関
わ
る
方
に
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
一
冊
で
す
。

�

（
企
業
研
修
生
　
鹿
取
大
祐
）

　
世
界
の
五
大
ウ
イ
ス
キ
ー
（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
・
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
・
日
本
）
の
な
か
で

も
、
近
年
、
世
界
的
コ
ン
ク
ー
ル
で
多
数
の
輝
か
し
い
評

価
を
受
け
る
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ウ
イ
ス
キ
ー
。
本
書
で
日

本
の
ウ
イ
ス
キ
ー
に
つ
い
て
語
る
著
者
は
、
ニ
ッ
カ
ウ
ヰ

ス
キ
ー
で
第
3
代
の
マ
ス
タ
ー
・
ブ
レ
ン
ダ
ー
を
務
め
た

佐
藤
茂
生
氏
で
す
。

　
ウ
イ
ス
キ
ー
づ
く
り
に
必
要
な
も
の
は
、
お
お
よ
そ
5

つ
あ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
①
厳
選
さ
れ
た
材
料

（
仕
込
み
樽
も
含
む
）。
②
良
質
な
水
。
③
熟
成
期
間
（
天

使
が
そ
の
代
償
「
取
り
分
・
分
け
前
」
と
引
き
換
え
に
与

え
て
く
れ
る
時
間
）。
④
良
い
風
土
（
適
切
な
環
境
）。
そ

し
て
、
⑤
豊
富
な
経
験
と
鋭
敏
な
感
性
を
持
つ
熟
練
の
ブ

レ
ン
ダ
ー
。
こ
れ
ら
が
複
雑
玄
妙
に
融
合
さ
れ
た
と
き
に

は
じ
め
て
「
至
高
の
ウ
イ
ス
キ
ー
」
が
完
成
し
ま
す
。

　
北
海
道
余よ

市い
ち
の
自
然
を
味
方
に
つ
け
、
計
算
し
つ
く
さ

れ
た
ブ
レ
ン
ド
の
妙
技
に
、
た
だ
感
嘆
す
る
ば
か
り
で

す
。
熱
心
に
、
ひ
た
む
き
に
最
高
峰
を
目
指
し
た
マ
ス

タ
ー
・
ブ
レ
ン
ダ
ー
の
姿
か
ら
、
プ
ロ
の
仕
事
振
り
を
学

べ
ま
す
。�

（
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
部
　
丸
山
　
篤
）

　
突
然
で
す
が
「
学
校
で
習
う
日
本
史
で
一
番
得
意
な
時

代
は
？
」
と
問
わ
れ
た
ら
、
皆
さ
ん
は
な
ん
と
答
え
ま
す

か
？
　
何
よ
り
も
最
初
に
習
う
「
縄
文
時
代
」
と
答
え
る

方
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
！
　「
縄
文
時
代
」

と
い
え
ば
土
器
、
土
偶
、
貝
塚
、
竪
穴
式
住
居
…
…
様
々

思
い
浮
か
ぶ
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
『
北
の
縄
文
さ
ん
ぽ
』
に
は
、
土
偶
や
埴
輪
に
魅

せ
ら
れ
た
著
者
が
「
お
も
し
ろ
い
！
　
か
わ
い
い
！
　

カ
ッ
コ
イ
イ
！
」
と
、
と
き
め
い
た
北
海
道
の
遺
跡
や
施

設
の
紹
介
が
、
ポ
ッ
プ
に
明
る
く
楽
し
く
詰
め
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
教
科
書
で
は
な
か
な
か
学
ぶ
こ
と
の
で
き
な

い
、
北
海
道
独
自
の
「
続
・
縄
文
時
代
」「
擦さ
つ

文も
ん

時
代
」

に
ま
つ
わ
る
遺
構
・
遺
物
も
盛
り
沢
山
で
す
！

　
学
問
的
な
難
し
い
こ
と
は
さ
て
お
い
て
、
土
器
、
土
偶

は
も
ち
ろ
ん
、
洞
窟
か
ら
博
物
館
ま
で
な
ん
で
も
あ
り

の
、
と
き
め
き
『
北
の
縄
文
さ
ん
ぽ
』
に
繰
り
出
し
て
み

ま
せ
ん
か
？
　
き
っ
と
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
新
た
な
北

海
道
の
歴
史
・
魅
力
に
出
逢
い
、
も
っ
と
「
縄
文
時
代
」

が
得
意
に
、
北
海
道
が
好
き
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

�

（
東
京
営
業
部
　
本
間
朱
音
）

北
の
縄
文
さ
ん
ぽ

�
978-4-86453-092-7

ド
ニ
ワ
部
　
種
田
　
梓
　
著

四
六
変
型
判
　
1
4
8
頁
　
1
9
8
0
円

デ
ー
リ
ィ
マ
ン
社
　
発
行
　☎

0
1
1
・
2
3
1
・
5
2
6
1

ウ
イ
ス
キ
ー
と
風
の
味

�
978-4-87739-385-4

佐
藤
　
茂
生
　
著

四
六
判
　
1
6
8
頁
　
1
8
7
0
円

共
同
文
化
社
　
発
行
　☎

0
1
1
・
2
5
1
・
8
0
7
8

学
校
の
夢

へ
っ
ぽ
こ
教
師
か
ら
の
出
発�

978-4-87739-387-8

高
向
　
よ
し
の
ぶ
　
著

四
六
判
　
3
2
4
頁
　
1
5
0
0
円

共
同
文
化
社
　
発
行
　☎

0
1
1
・
2
5
1
・
8
0
7
8

whiskyウイスキ
ー
と
風
の
風
の
味佐藤茂生

共同文化社

ウイスキ
ー
風

味

ドニワ部　種田梓

へ
っ
ぽ
こ
教
師
か
ら
の
出
発

へ
っ
ぽ
こ
教
師
か
ら
の
出
発

NEVER
SAY

NEVER!

高向よしのぶ高向よしのぶ
TAKAMUKI YoshinobuTAKAMUKI Yoshinobu

共同文化社
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�

G
E
M
木
版
画
会 

会
員　

札
幌
市
在
住

表 紙
の
ことば

秋
の
八は
っ
剣け
ん
山ざ
ん

今
泉　

道
子

木
版
画　

31
・
5
㌢
×
41
㌢

　

札
幌
の
中
心
部
か
ら
国
道
2
3
0
号
で
1
時
間

足
ら
ず
、「
札
幌
の
奥
座
敷
」
と
言
わ
れ
る
定
山

渓
温
泉
周
辺
は
紅
葉
の
名
所
で
も
あ
り
ま
す
。
豊

平
川
に
架
か
る
二
見
吊
橋
等
の
橋
か
ら
見
る
紅

葉
、
定
山
渓
ダ
ム
や
豊
平
峡
ダ
ム
の
岩
肌
と
湖
と

の
紅
葉
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
舞
鶴
の
瀞と
ろ

に
映
る
紅

葉
等
、
見
ど
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
定
山
渓
へ
行
く
途
中
に
あ
る
の
が
八
剣
山

で
す
。
標
高
は
4
9
8
㍍
と
低
い
で
す
が
、
山
頂

に
は
剣
の
様
な
岩
が
そ
び
え
る
危
険
な
山
で
す
。

麓
に
は
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
あ
り
、
散
策
を
し
た
り
、

ス
ケ
ッ
チ
を
し
た
り
し
て
秋
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
道
路
沿
い
に
は
ブ
ロ
ン
ズ
色
に
な
っ
た

ネ
コ
ジ
ャ
ラ
シ
が
風
に
ゆ
れ
て
い
ま
す
。

改
訂
新
版　
北
海
道
の
高
山
植
物

�
978-4-86721-103-8

梅
沢　

俊　

著

A
5
変
型
判　

3
6
8
頁�

3
0
8
0
円

青
ち
ゃ
ん
流　
失
敗
知
ら
ず
の
定
番
料
理

�
978-4-86721-105-2

青
山　

則
靖　

著

A
5
判　

1
6
4
頁�

1
7
6
0
円

石
狩
川
も
の
が
た
り�

978-4-86721-102-1

と
も
に
歩
ん
だ
大
河
と
人
々
の
歴
史

『
石
狩
川
も
の
が
た
り
』
研
究
会　

編

A
5
判　

1
6
0
頁�

1
9
8
0
円

伊
藤
健
次
の
北
の
生
き
物
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

�
978-4-86721-106-9

伊
藤　

健
次　

著

A
5
判　

1
9
2
頁�

2
2
0
0
円

ヒ
グ
マ
は
見
て
い
る　
道
新
ク
マ
担
記
者
が
追
う

�
978-4-86721-110-6

内
山　

岳
志　

著
／
北
海
道
新
聞
社　

編

B
5
判　

1
0
4
頁�

1
4
3
0
円

北
海
道
の
貨
物
列
車�

978-4-86721-111-3

原
田　

伸
一
・
伊
丹　

恒　

著

B
5
判　

1
8
4
頁�

2
4
2
0
円

道
新
プ
ラ
ス　
道
新
受
験
情
報

2
0
2
4
高
校
入
試
合
格
デ
ー
タ
特
集�

16747-08

北
海
道
新
聞
社　

編

B
5
判　

2
6
6
頁�

9
9
0
円

─
─
─
北
海
道
新
聞
社

060─

8711 

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
3─

6

☎

0
1
1
・
2
1
0
・
5
7
4
4

新
装
版　
知
り
た
い
北
海
道
の
木
1
0
0

身
近
な
街
路
樹
・
庭
木
・
公
園
樹

�
978-4-906740-57-4

佐
藤　

孝
夫　

著

四
六
判　

1
9
2
頁�

1
9
8
0
円

知
り
た
い
！　
さ
っ
ぽ
ろ
の
大
雨
災
害

札
幌
市
浸
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
徹
底
解
説

�
978-4-906740-58-1

鈴
木　

英
一　

編
著

A
5
判　

1
3
2
頁�

7
7
0
円

大
正
期
北
海
道
映
画
史
─
付
・
道
内
新
聞
事
情

�
978-4-906740-59-8

前
川　

公
美
夫　

著

A
5
判　

4
8
4
頁�

4
4
0
0
円

─
─
─
亜
璃
西
社

060─

8637 

札
幌
市
中
央
区
南
2
条
西
５
丁
目

☎

0
1
1
・
2
2
1
・
5
3
9
6

日
本
産
ゴ
キ
ブ
リ
全
種
図
鑑�

978-4-8329-1412-4

小
松　

謙
之
・
伊
藤　

ふ
く
お　

著

四
六
判　

2
0
0
頁�

4
9
5
0
円

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
・
ボ
ー
ダ
ー
ズ
　
10

知
ら
れ
ざ
る
境
界
地
域　
や
ま
ぐ
ち

�
978-4-8329-6891-2

井
竿　

富
雄　

編
著

B
5
判　

80
頁�

9
9
0
円

─
─
─
北
海
道
大
学
出
版
会

060─

0809 

札
幌
市
北
区
北
9
条
西
8
丁
目

☎

0
1
1
・
7
4
7
・
2
3
0
8

お
ば
け
の
マ
ー
ル
と
ほ
し
ぞ
ら
の
フ
ル
コ
ー
ス

�
978-4-89115-421-9

な
か
い　

れ
い　

え
／
け
ー
た
ろ
う　

ぶ
ん

A
5
変
型
判　

24
頁�

8
8
0
円

詩
集　
死
者
に
接
吻�

978-4-89115-424-0

佐
藤　

武　

著

A
5
判　

1
4
2
頁�

1
6
5
0
円

揺
さ
ぶ
る
絵

変
貌
す
る
日
本
画
の
イ
メ
ー
ジ�

978-4-89115-425-7

北
海
道
立
近
代
美
術
館　

編

A
5
判　

1
2
0
頁�

2
5
3
0
円

─
─
─
中
西
出
版

007─

0823 

札
幌
市
東
区
東
雁
来
3
条
1
丁
目
1─

34

☎

0
1
1
・
7
8
5
・
0
7
3
7

北
の
縄
文
さ
ん
ぽ�

978-4-86453-092-7

ド
ニ
ワ
部　

種
田　

梓　

著

四
六
変
型
判　

1
4
8
頁�

1
9
8
0
円

─
─
─
デ
ー
リ
ィ
マ
ン
社

060─

0005 

札
幌
市
中
央
区
北
５
条
西
14
丁
目

☎

0
1
1
・
2
3
1
・
5
2
6
1

〈
戦
争
法
制
〉
を
許
さ
な
い
北
の
声

�
978-4-909281-54-8

髙
崎　

暢　

編

A
5
判　

7
9
4
頁�

4
9
5
0
円

─
─
─
寿
郎
社

060─

0807 

札
幌
市
北
区
北
7
条
西
2
丁
目

☎

0
1
1
・
7
0
8
・
8
5
6
5

北
海
道
の
ヒ
グ
マ
問
題

市
街
地
に
な
ぜ
出
て
来
る
の
か
　
他�

978-4-8328-2302-0
門
﨑　

允
昭　

著

A
5
判　

54
頁�

1
1
0
0
円

─
─
─
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー

001─

0018 

札
幌
市
北
区
北
18
条
西
6
丁
目
2─

47

☎

0
1
1
・
7
3
7
・
1
7
5
5

ミ
シ
シ
ッ
ピ
・
デ
ル
タ　
ス
ト
ー
リ
ー

�
978-4-87739-389-2

谷
村　

順
次
郎　

著

四
六
判　

2
4
4
頁�

1
9
8
0
円

忘
れ
な
い
う
ち
に
今
【
第
2
集
】�

978-4-87739-388-5

串
﨑　

英
子　

著

新
書
判　

1
3
6
頁�

1
3
2
0
円

爪
句
＠
天
空
の
整
理
箱�

978-4-87739-390-8

青
木　

曲
直　

著

1
0
0
×
74
㍉　

2
3
2
頁�

5
0
0
円

歴
史
論
争
か
ら
見
た
戦
後
ド
イ
ツ

�
978-4-87739-391-5

渡
辺　

将
尚　

著

A
5
判　

2
3
0
頁�

3
9
6
0
円

─
─
─
共
同
文
化
社

060─

0033 

札
幌
市
中
央
区
北
3
条
東
５
丁
目

☎

0
1
1
・
2
5
1
・
8
0
7
8

新 

刊 

情 

報

書
名
の
下
の
数
字
は
日
本
図
書
コ
ー
ド（
I
S
B
N
）
及
び
雑
誌
コ
ー
ド
。
特
記
以
外
は
税
込
価
格
。

お
近
く
の
書
店
に
な
い
場
合
は
発
行
先
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Q
uarterly

北
海
道
の
印
刷
出
版
文
化
情
報
誌
［
季
刊
ア
イ
ワ
ー
ド
］
第
19
号（
通
巻
3
6
５
号
）　
2
0
2
3
年
10
月
1５
日
発
行
　
編
集
■
季
刊
ア
イ
ワ
ー
ド
編
集
委
員
会
　
発
行
■
株
式
会
社
ア
イ
ワ
ー
ド
　
〒
060-

0033 

札
幌
市
中
央
区
北
3
条
東
５
丁
目
５
番
地
91
　☎

0
1
1
・
2
4
1
・
9
3
4
1

※季刊アイワードのバックナンバーを
　弊社ホームページよりご覧いただけます。
URL https://iword.co.jp


